実践躬行 -下田歌子とカタストロフィ- by 大関 啓子






















































































































































































































































































































































































































8） 『実践女子学園80年史』（1981） pp. 187-8
9） 『なよ竹』第12号（1924年3月）  
10） 財団法人 私立帝国婦人協会実践女学校 職員生徒精神作興渙発記念 貯金規約
（大正12年）
 第一条 本校職員生徒ハ精神作興詔書渙発記念トシテ勤労又ハ平素費用
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   ノ節約ニヨリ一ヶ月十銭以上ノ郵便貯金ヲナスモノトス
 第二条 貯金通帳ハ各自に保管シ毎年一回学校ノ検閲ヲ受クベシ
 第三条 貯金ハ本校在学中及在職中ハ払ヒ戻スコトヲ得ズ  
11） 『愛国婦人』第498号（1923年10月）
12） 『愛国婦人』第543号（1927年7月）






 1、救済金品 義捐金 338,466円30銭
  衣類其他 1,987,113点
  白米・穀類 3,871石1斗9升3合




  『下田歌子先生傳』（1943年10月） p. 598
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